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1. スポーツウ,｡ヤーにおけるシ 。－ツ（卓球 用を対

象とする）は，丈 が比較的 長く，また裾幅が狭い と運 動

の折， 前大腿部 が裾線 に押 さえられ機能的 でない。反対

に丈 が短 く裾幅が広けれ ば裾線 の圧迫感 がない ので活動

的 ではあ るが一定線 を越 えたときは美観 をそこ なうこ と

がしばし ばある。こ の丈 と幅の好適 分を知 りたく，これ

につい て外観・機能 の両面か ら観察した。　　　　　。

2.　服装雑

ツの各部 寸法 を計測し ，着用者体位 との関係 を 検 討 七

だ。更 に運動 に伴なって生 ずる胴 囲・腰 囲・大腿部（ シ

3
   
－ ツ裾位置）周囲の変化（ふく らみ状態）・また運動に

よ ってシ3    － ツ裾線がいか に移動 するかを観察し た。 そ

れ らに基 ずい てシ ，' ツを製作し，着用実験を行い適 当

な丈 と胴 囲・腰囲・裾 回りの各 ゆとり分量 につい て検討

し た。

3.　運動（卓 球） によって胴囲 は変化 するが腰 囲・シ

3   '―■ツ裾位置での周囲寸法はあまり変化 しない 。

着用 実験の結果 ，胴 囲には後にゴムテープを入れるこ

とが好ましく，腰囲でのゆ とり分量は10cm 内 外,シa
 '
―

ツ裾位置では6  cm 内外 のゆとり分 が必 要ではない か と

思 う。股下寸法は６～8  cm 位 が適当であるよ うに考え

たので報告 する。


